
 

30 

23.0 

18.9 

36.4 

36.6 

44.7 

17.7 

10.8 

15.1 

4.5 

13.4 

4.8 

4.8 

25.2 

20.0 

39.0 

35.5 

44.4 

19.2 

12.0 

8.2 

5.9 

8.7 

4.7 

8.9 

0% 20% 40% 60%

活動情報の提供がある

友人等と一緒に参加できる

身近なところで活動できる

活動時間や曜日が自由に選べる

気軽に参加できる

適切な指導者やリーダーがいる

特技や知識が活かせる

報酬や活動経費がもらえる

活動できる拠点や場所を整備する

どんな条件があっても参加したくない

（できない）

その他

不明・無回答

全体(n=953) 前回(n=1,086)今回 

目標２ 支え合いのネットワークを育てる 

 現状と課題  

地域の抱える課題が多様化する中で、住民同士の見守りや支え合い、助け合いの活動が重要とな

っています。地域活動・ボランティア活動に参加するための条件として、「気軽に参加できる」、「活

動時間や曜日が自由に選べる」等が挙げられており、地域の人に頼まれた場合にしてあげられるこ

ととして「安否確認の声かけ」や「話し相手」、「小規模災害時の手助け（近所の雪かきなど）」が挙

げられています。ちょっとしたことなら手伝えると感じている市民が、実際に活動するためのきっ

かけづくりが必要です。 

また、地域における支え合いの推進には、ボランティア・市民活動団体等との連携が不可欠です。

団体活動においては人材育成が課題となっており、活動のＰＲや情報提供等、担い手育成に向けた

支援を行う必要があります。 

 

■地域活動・ボランティア活動への参加条件 市民アンケート 
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47.2 

41.2 

27.3 

9.5 

12.5 

13.6 

28.1 

19.2 

37.4 

18.3 

14.9 

2.0 

2.7 

47.2 

36.3 

8.7 

14.5 

11.3 

24.0 

27.9 

37.3 

12.6 

11.8 

2.7 

4.4 

0% 20% 40% 60%

安否確認の声かけ

話し相手

ごみ出し

短時間の子どもの預かり

外出（買い物や通院など）の手伝い

庭の手入れや掃除の手伝い

郵便物・宅配物の一時預かり

冠婚葬祭の手伝い

小規模災害時の手助け

（近所の雪かきなど）

大規模災害時の手助け

（避難時の誘導など）

できることはない

その他

不明・無回答

全体(n=953) 前回(n=1,086)

■地域の人から頼まれた場合、自分からしてあげられること 市民アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 今回調査のみの選択肢：「ごみ出し」 

今回 
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■団体の活動上の課題 団体アンケート 

 

  

16.7 

42.9 

26.2 

19.0 

9.5 

35.7 

14.3 

4.8 

23.8 

2.4 

9.5 

2.4 

14.0 

23.3 

16.3 

20.9 

11.6 

27.9 

18.6 

0.0 

18.6 

23.3 

9.3 

2.3 

0% 20% 40% 60%

活動のマンネリ化

新しいメンバーが入らない

リーダー（後継者）が育たない

市民に情報発信する場や機会が乏しい

人々のニーズに合った活動ができていない

支援を必要とする人の情報が得にくい

他の団体と交流する機会が乏しい

活動の場所（拠点）の確保が難しい

活動資金が足りない

特に困ったことはない

その他

不明・無回答

全体(n=42) 前回(n=43)今回 
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■団体が市や社協に望むこと 団体アンケート 

 

■団体ヒアリングより 

 住民の活動に補助が出る仕組みを導入して、おせっかいな人が市のバックアップの下で活躍できるように

なってほしいと思っている。 

活動者同士の横のつながりがないため、いろいろな方の協力を得ながら場所づくりなどをしていく方が、活動

を広げていけると思う。ネットワークのようなものがあれば良いと思う。 

  

52.4 

52.4 

21.4 

26.2 

31.0 

31.0 

28.6 

16.7 

19.0 

9.5 

4.8 

0.0 

4.8 

41.9 

55.8 

14.0 

20.9 

11.6 

16.3 

20.9 

14.0 

23.3 

2.3 

9.3 

7.0 

2.3 

0% 20% 40% 60%

団体や活動についてのＰＲ

活動上必要な情報の提供

活動場所の提供

会員募集の支援

リーダーの養成支援

経済的支援

他団体とのネットワーク化

団体運営上の助言

設備・備品の充実

成果の発表の場の提供

特にない

その他

不明・無回答

全体(n=42) 前回(n=43)今回 
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施策の方向性（１）ボランティア活動等に気軽に参加・活動するための支援 

 取り組みの方向性  

こどもから大人まで誰もが気軽にボランティアへ参加できるための体験プログラムの実施、地域

福祉に関する講演会や講座等を開催し、地域で共に支え合うことの大切さを広めます。 

また、住民相互の助け合いのしくみである子育て援助活動や家事援助サービスなどを通じて、地

域の支え合い活動を推進します。 

 

 目指す地域の姿  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 数値目標  

地域活動やボランティア活動に参加したことがある割合 49.9％ 56.9％ 
「過去５年間に地域活動やボランティア活動をしたことがある」と答えた 

市民の割合。（本計画策定のための市民アンケートより） 
現状値 

(令和６(2024)年度) 
目標値 

(令和13(2031)年度) 

※地域活動やボランティア活動に参加する人が増え、市民の地域福祉に関する行動が広がることで、支え合いや助け

合いの意識向上が期待されることから、年１％の増加を見込み目標とします。 

 

  

気軽にボランティア

体験ができる地域 

共に支え合い助け合う

ことができる地域 
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 実現するための取り組み  

取り組み① 支え合い、助け合いの意識を育み、やりがいを感じる機

会を創出します 

 

【ボランティア・市民活動を広めるための広報や啓発】 

ボランティアのきっかけづくりとして、こどもから大人まで、誰もが気軽

に参加できるボランティア体験プログラム＊用語を実施しています。 

また、こどもたちの福祉の心を育むため、小・中学校と社会福祉施設の交

流機会を設けています。 

【担当】社会福祉協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【深谷市社会福祉大会】 

自治会長や民生委員・児童委員をはじめ、社会福祉施設、ボランティア団

体、教育機関等が集い、功労のあった方々の表彰や、講演会等の機会として

社会福祉大会を実施しています。 

【担当】社会福祉協議会 
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 紹介する取り組み  

【地域支え合いマップ作成】 

地域の見守り活動を推進するため、まごころ出張講

座を実施しています。 

見守り活動を無理せず長く続けてもらうためのポイ

ント等の説明を行った後に、地域の皆さんで「地域支え

合いマップ」を作成します。 

【担当】福祉政策課 

 

 

【買い物支援サービス】 

様々な事情で買い物に出かけることが難しい方（買

い物困難者）等に対し、コンビニエンスストアやドラッ

グストア等と協働して移動販売車が自治会館等を訪問

します。 

【問い合わせ先】社会福祉協議会 

 

 

【ファミリーサポートセンター（子育て援助活動）】 

地域住民による相互の子育て援助活動であるファミ

リーサポートセンター事業を通じて、安心して育児や

仕事ができる環境をつくります。 

【担当】こども青少年課 

 

 

 

 

【有償家事援助サービス①】 

家庭における「ちょっと困った」を支援するため、住

民相互の助け合いの精神に基づき、日常的な家事全般

を市民の参加と協力をいただき、有償でお手伝いする

サービスを実施しています。 

事業に興味・関心のある方に、随時、職員が説明を行

った上で、ご協力いただける方に協力会員として活動

していただいています。 

【担当】社会福祉協議会 

  

こんなサービスをします 

・食事の支度  

・ゴミ出し  

・部屋の掃除  

・買い物 

・外出時の付き添い  

・洗濯・布団干し 

・電球・蛍光灯等の交換 

・日常生活の手続きの援助 

・ペットの散歩・世話 

※ただし、身体に触れる行為は出来ません 

協力会員 依頼会員 

サポート中の 

フォロー 

謝金の支払い、 

実費支払い 

ファミリーサポートセンター 

サポートの 

依頼 

サポート提供 
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【ふかや e パワー（地域新電力会社）】 

ふかやｅパワー株式会社（愛称：ふっかちゃんでんき）

は、収益の一部を寄付するなど、地域のニーズを把握し

課題を解決する市民サービスを実施しています。 

【担当】環境課 
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施策の方向性（２）地域における見守り・支え合い活動への支援 

 取り組みの方向性  

地域の防犯・防災力を高めるとともに、見守りの必要な人が地域の中で安心して暮らすことがで

きるよう、自治会や民生委員・児童委員、民間事業者等と連携した地域における見守り体制を推進

します。 

また、地域福祉を推進する上で重要な役割を果たしている民生委員・児童委員の活動支援や、ボ

ランティア養成講座等を通じて地域福祉を支える人材育成を行います。 

 

 目指す地域の姿  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 数値目標  

「地域の中に見守り等支援が必要な人や気にかかる人が

いるか」に「知らない」と答えた人の割合 
41.2％ 34.2％ 

地域の中に見守り等支援が必要な人や、気にかかる人がいるか「知らない」

と答えた市民の割合。（本計画策定のための市民アンケートより） 
現状値 

(令和６(2024)年度) 
目標値 

(令和13(2031)年度) 

※地域に住む誰もがお互いに関心を持ち、「地域の中に見守り等支援が必要な人や気にかかる人がいるか」を知らない人

を減らしていくことで、地域での様々な日常的見守りが期待されることから、年１％の減少を見込み目標とします。 

  

見守りと助け合いで 

安心して暮らせる地域 

一人ひとりが活躍

できる地域 

地域全体でこどもや

高齢者を見守る地域 
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 実現するための取り組み  

取り組み① 住民主体の見守り活動を推進します 

【安否確認事業】 

一人暮らし高齢者に対し、地域の民生委員・児童委員が飲み物を配付しな

がら、安否確認を行っています。話し相手になったり、相談を聞いたりする

ことで閉じこもりやうつ予防にもつなげています。 

【担当】社会福祉協議会 

 

【登下校の見守り】 

自治会、ＰＴＡ、老人クラブなど地域住民が主体となって登下校時のこど

もの見守り活動を行います。 

【担当】自治振興課、学校教育課 

 

【災害時等要援護者＊用語の見守り（地域支え合いマップ）】 

高齢者や障害者などを対象に、安否確認や平常時における見守り活動を行

うため、災害時等要援護者名簿の登録を推進しています。登録者の情報をも

とに自治会単位で、地域支え合いマップの作成と更新を行います。 

【担当】福祉政策課 
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取り組み② 住民主体の防犯・防災活動を推進します 

【防犯パトロール】 

自治会等が自主的に組織した防犯活動団体に対し、活動で使用する帽子・

ベスト等の備品を支給するなど、住民主体の地域防犯活動の支援を行いま

す。 

【担当】自治振興課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自主防災活動】 

災害時に地域の助け合いの要となる自主防災組織＊用語の結成に努めます。

また、防災活動の支援を行うとともに、地域の防災リーダーとなる人材を育

成するための講座開催や資格取得補助も行います。 

地域住民は、「自分たちの地域は自分たちで守る」という考えのもと、地域

課題の把握、初期消火、救出・救護、集団避難、避難所運営、給水・給食な

どの訓練を通じて、地域の連携を深め、災害への備えに努めます。 

【担当】総務防災課 
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取り組み③ 地域を支える人材を支援します 

【民生委員・児童委員活動】 

民生委員・児童委員は、地域福祉の中心的な担い手として、地域住民が生

活上の悩みを抱え、誰かに相談したいときや、社会福祉の制度を利用したい

ときなどの相談に応じます。 

相談者に寄り添いながら、地域と行政のつなぎ役として、必要な支援が受

けられるよう関係機関につなぐ役割を担います。 

令和７（2025）年４月１日現在、245名の民生委員・児童委員と、こど

もや子育てに関する支援を行う 20名の主任児童委員＊用語が市内で活動して

います。 

【担当】福祉政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ボランティアの育成】 

ボランティアに興味のある方や現在ボランティア活動をしている方に対

し、ボランティアの基本やボランティアの楽しさ、専門技術の習得や向上の

ための様々な養成講座等を実施しています。 

【担当】社会福祉協議会 
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 紹介する取り組み  

【高齢者等の見守り】 

一人暮らし高齢者等を対象に、老人クラブ等の団体が、見守り活動の実施や地域の中で集いの場

を開催しており、市はこれらの活動を支援しています。 

【担当】福祉政策課 

 

 

【見守りネットワーク】 

電力やガス、配達事業など、高齢者宅に訪問機会のある民間事業者と協定を締結し、日頃の業務

の中で見守り活動に協力してもらっています。 

令和７（2025）年３月現在で 21 の団体・事業者と協定を締結しています。 

【担当】福祉政策課 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【こども 110 番の家・車】 

こどもたちが登下校時や公園・広場等で、トラブルに

遭った時や巻き込まれそうになった時に、緊急避難先

として駆け込める「こども 110番の家」を、民家や事

業所等に協力いただき設置しています。 

また、「こども 110 番の車」のステッカーを付けた

車が市内を往来することにより、こどもたちを守りま

す。 

【担当】学校教育課 

 

 

 

 

  

近隣住民 

親族等 

民生委員・児童委員 

ライフライン事業者 

配達関係業者等 

地域包括支援センター 

連携・情報共有 

見守り対象者 

行政 協定における連絡 
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【ふかや防犯協力店・ふかや見守りカメラ】 

「ふかや防犯協力店」は、犯罪などの被害に遭い、ま

たは遭いそうになり救助を求めた時の保護や、学校・家

庭・警察等への連絡などを行ってもらうボランティア

活動で、市内の事業所等に協力いただき、こどもや女性

の安全を守っています。 

また、市内の事業所等の屋外に設置している防犯カ

メラを、「ふかや見守りカメラ」として登録することで、

安全安心な地域づくりを推進しています。 

【担当】自治振興課 

 

 

【アダプト制度】 

公園や道路、緑地等といった公共の空間の緑化・美

化・清掃活動等を市民・学校・事業者等が、市と協働し

て行う制度です。 

また、「アダプト」とは、英語で養子縁組をするとい

う意味で、市民・学校・事業者の皆さんを“里親”、公

園や道路、緑地等の公共空間を“こども”と見立てた制

度となっています。 

【担当】ガーデンシティふかや推進室 

 

 

【ふかや市民大学】再掲 

学習を通じて人と人とをつなぎ、生涯学習やボランティア活動への理解を深めるための講座を、

18歳以上の方を対象に、年間 20回開催しています。 

内容は郷土学／健康・医療／安全安心／現代社会／芸術／班活動など、多岐にわたります。 

受講者は卒業後もボランティア活動などを通して、地域で活躍しており、特に、卒業生の多くの

方が加入しているふかや市民大学校友会では、会員相互の親睦といきがいを高める事業や市との共

催事業等を行っています。 

※25ページの「地域主体の健康づくり活動を推進します」の取り組みでも紹介しています。 

【担当】生涯学習スポーツ振興課 
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【有償家事援助サービス②（フォローアップ講座）】 

36ページで紹介した有償家事援助サービスでは、資

格の有無を問わず、地域住民の方が活動しています。 

登録している協力会員の活動中の悩み事等の共有や、

協力会員同士の意見交換の場として、フォローアップ

講座を開催しています。 

【担当】社会福祉協議会 

 

 

 

 

 その他の関連事業  

【福祉避難所】 

災害時に一般の避難所で生活することが困難な高齢者や障害者等のために、必要に応じて開設さ

れるのが福祉避難所です。福祉施設を運営する社会福祉法人等と福祉避難所の協定を締結していま

す。 

【担当】総務防災課、福祉政策課 

 

【警察と社会福祉協議会の見守りネットワーク協定】 

こどもや高齢者等の安全と安心を確保するため、警察と社会福祉協議会が相互に連携・協力し、

地域の安全に関する情報提供や見守りを必要とする高齢者等の情報提供を行うための協定を締結

しています。 

【担当】社会福祉協議会 

 

【認知症サポーター養成講座の開催】再掲 

認知症に関する基本的な知識や対応の仕方を学び理解することで、認知症の方やその家族を地域

で支える認知症サポーターを養成します。 

※27ページの「社会参加しやすい環境を整えます」の取り組みでも紹介しています。 

【担当】長寿福祉課 
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施策の方向性（３）支え合いを行う団体の連携強化 

 取り組みの方向性  

市民をはじめ団体、事業者、学校、行政などが連携していくための環境やしくみをつくります。

また、「ボランティア・市民活動サポートセンター」の充実を図り、ボランティア・市民活動団体同

士の連携を促進し、活動の場を提供します。 

 

 目指す地域の姿  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 数値目標  

市民協働のまちづくりが進んでいると思う市民の割合 57.1％ 57.7％ 
「市内において、市民と行政が互いに力を出し合い地域を支えること 

（協働のまちづくり）ができている」と答えた市民の割合。 
現状値 

(令和３(2021)年度) 
目標値 

(令和９(2027)年度) 

※この指標は第２次深谷市総合計画後期基本計画で設定された指標であるため、現状値は令和３年度の値となってお

り、目標値は令和９年度の値となっています。 

 

  

ボランティア・市民活動団体

が交流し、協力できる地域 

市民、団体、事業者、学校、行政等

が互いに協力してつくる地域 
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 実現するための取り組み  

取り組み① 様々な主体が協働で取り組むための指針やしくみをつく

ります 

【深谷市市民協働指針】 

市民をはじめ団体、事業者、学校、行政など様々な主体が、それぞれの強

みを生かしながら地域を支える、市民協働のまちづくりを推進するための推

進方法や基本原則を定めた、深谷市市民協働指針に則って行政運営を行いま

す。 

【担当】協働推進課 

 

【クラウドファンディング＊用語利用手数料支援】 

市民活動団体等への支援メニューとして、公益的なプロジェクトに関する

クラウドファンディングの利用について、手数料の一部を支援します。 

【担当】協働推進課 
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 紹介する取り組み  

【ボランティア・市民活動サポートセンター①】 

「深谷市ボランティア・市民活動サポートセンター」は、市内のＮＰＯ法人やボランティア団体、

市民活動団体、新しく活動を始めたいと思っている方々の拠点です。 

団体登録すれば、施設・備品を利用することができます。 

【担当】社会福祉協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ボランティア団体・市民活動団体の交流】 

ボランティア連絡会・市民活動サポートセンター連絡会では、それぞれ交流会や研修会を実施し

ています。また、合同研修会を行うなど、ボランティア・市民活動団体が一堂に会し、互いの活動

状況や情報交換を行う機会を設けています。 

【担当】社会福祉協議会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ボランティア連絡会交流会 

（新紙幣発行記念くす玉） 

市民活動サポートセンター連絡会交流会 

（和菓子づくり体験会） 

合同研修会(もしもの災害に備えて) 合同交流会 

(渋沢栄一体操＆ウクライナの方との交流) 

会議室（要予約） ロッカー（要申請） 印刷機・コピー機（有料） 

情報コーナー 
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 その他の関連事業  

【ボランティア・市民活動サポートセンター②】 

「ボランティアだより」や「ボランティア・市民活動だより よりそい」の発行、ＳＮＳで情報

発信を行っています。 

【担当】社会福祉協議会 

 

ボランティア・市民活動の情報を発信しています。 

 

 

 

  

X LINE facebook 


